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【目的】作業療法士(以下 ODに よる脳血管障害片麻痺の対象者に対する自動車運転再開評

価の実態を調査する。現在行われている評価での問題点を抽出し、今後の方向性を検討す

る。

【方法】自記式質問紙郵送法を用い、関東甲信越の回復期リハビリテーション病棟を有す

る施設を無作為に98施設抽出し、各施設にアンケー トを5部送付した。脳血管障害片麻痺

を呈する対象者の自動車運転再開に関し、評価 ・支援経験のあるOTを 対象とした。アンケ
ー ト内容は、1:作業療法経験年数、身自動車運転再開評価の状況 ・取り組み(各施設 ・OTの

取り組み状況、年間評価を実施する件数、評価する能力や機能・用いる評価法や評価基準 ・

根鋤 、3:現在の自動車運転再開評価に対する考え(満足度 。その理由、改善点 。その内容)

であつた。回答数は集計し、自由記載についてはKJ法 等を参考に類型化した。

【結果】調査期間は2008年 8月 から10月 中旬であった。()内 は%を 示す。

98施 設のうち、27施 設より回答を得た。回収率は490部 中66部 (13.つ、有効回答率は

64部 (13.1)であつた。64名 の作業療法経験年数は 1か ら19年、平均 5.3±3.4年であつた。

評価を実施するOTの 年間の平均評価件数は、1か ら10件の者が 52名 (81.3)であつた。

評価の取り組みとして、「個人による指標 ・手順である」との回答件数は47件 であり、多く

のOTが 個人による評価の指標 ・手順で実施していることが明らかになった。また、OTは

検査や観察を用い、対象者の身体機能、高次脳機能、知的機能、心理機能、日常生活活動

等を総合的に評価していた。

評価の満足度では、満足している64名 中2名 (3,1)、満足していない 35名 (54.の、どちら

ともfいえない 23名 (35.9)、回答なし4名 (6.3)であった。満足していない、どちらともいえ

ない理由としては、「評価が個人の経験や判断に委ねられていること」、「評価法や評価基準

が不明確であること」等が挙げられた。

評価の改善点では、改善点がある64名 中49名 (76.6)、ない2名(3.1)、回答なし13名(20.3)

であった。挙げられた内容は 「評価法 ・評価基準の明示」「実車 ・ドライビングシミュレー

タでの評価の実施」等であつた。

【考察】問題点として、評価がOT個 人の経験や知識に委ねられ、実車を用いた評価を行え

ていないため、現在の自動車運転再開評価に問題意識を抱いていることが分かつた。今後

の方向性として、自動車運転再開評価に関するOTの 知見を集積し、経験 ・知識の共有を図

る機会を設けていくこと等が考えられた。


